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「柏崎刈羽原子力発電所における安全対策の取り組み状況について」の資料について 

 

① 第 10 期に入ってから 6 号機・7 号機の安全対策工事の進捗状況の表を地域の会の

資料として提示しなくなったのはなぜですか。作成したけれど提示しなかったのか、

作成自体をやめてしまったのかについても教えてください。（質問） 

② 安全対策工事未完了の問題が発覚している現状で、資料自体を提示するのをやめると

いうのはいかがなものかと思います。東京電力が、住民の信頼を勝ち得ようと思うの

であれば、これまでよりもさらに詳細に報告するくらいの姿勢が必要です。7月定例

会から「柏崎刈羽原子力発電所における安全対策の取り組み状況について」もしくは、

これに類似する資料を継続して出すべきなのではないでしょうか。（意見） 

③ 6 月 10 日東京電力の発表には、新たに明らかになり施工中の工事未完了案件とし

て「④火災防護処理（貫通部）」の項目があります。これは、2017年に次々と見つ

かった防火壁に配管を通した後の隙間を埋める作業をしていなかったものと同様の

ものでしょうか。（質問） 

④ ③について、2017 年に見つかっていたものをまだ処置していなかったということ

なのか、新たな防火壁の穴が発見されたということなのか、どちらでしょうか。（質

問） 

⑤ 2017 年の地域の会で、防火壁の貫通部の未処置問題について、いつの工事で未処

理になったのかまでは資料がなくわからないとのことでした。私は「原発建設当初か

らずっと隙間が空いたままの状態であった場所もあったかもしれない」と捉えまし

た。防火壁貫通部の隙間を埋めないまま建設工事が進み、現在確認できないような箇

所の防火壁に隙間が空いている可能性はないのでしょうか。（質問） 

  


